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1ま え が き

従来腐らん病の発生は老威木に多く,幼え 若木では少
ないことが通例であった。

しかし腐らん病多発地帯である秋田県Jヒ部において, 樹

令 10年に満たない若木で発病が増加する事例が多くなって

ヤ`る。

一方,若木の早期着果あるいは樹勢安定の目的でスコア
リング,は く皮逆接などの人工わい化処理が一般化してき

ていることから,着木園の発病実態調匿を実施するととも
に,こ れら処理と腐 らん病発生との関係を知るため 1,2の

試験を実施し,若干の知見を得たのでその結果を報告する。

2 調査および試験方法

, 若木園の発病実態調査
県北部に栽植されている5～ 9年生の若木園から8口 を

選び主義 主枝,亜主校について発病の有無,樹体のわい
化処理の有無と種類,主幹部病班の高さ(""毎に2C O"
まで 4区分),病班部の方位 (Ett S E,S+SW,W+NW,
N+Nコ の 4区分 )そ の他につぃて調べた。 3地区につい

ては互いに近接している2園 を選んだ。調査は昭和51年 6

月 4日 , 8月 31～ 9月 2日 に実施した。

2 わい化処理樹での病斑伸展
(1)断根処理

はぼ生育が均―な慣行仕立の 5年生スターキングを供試

して, 昭和51年 6月 50日 に主幹を中心に半径50mの 円周

で根を切断し,7月 15日供試樹の 2年校にコルクボーラー

で樹皮を除去しPSA含菌寒天で接種した。

接種から9月 5日 まで経時的に枝の基部方向へ伸展した

病斑部を測定した。処理区は 4区 1樹の 3反復とし, 1樹

に5-供 試した。
0)は く皮逆接処理
慣行仕立の11年生東光を供試し,6月 50日 に地表面から

30m上部の主幹に,幹周の10¢ を残して幅5mの樹皮を上

下逆に張りつけるはく皮逆接処理をした。9月 8日 , 10月

6日 の 2回供試樹の主校の樹皮をコルクボーラーで除去し

PsA含菌寒天で接種した。病班の測定は接種点から上下に

伸展した全長を測った。 1処理 3社 1樹 10病斑供試。

6結 果 と 考 察

1 若木国での発病実態
り病樹率は平均224%で老成木に比べ低率であったが,
一部の園で70～ 90¢の高いり病樹率の園があり, スコア

リングなどの人工わい化処理をした国はり病樹率が高かっ

た。樹令別の発病率は5～ 6年生に比べ 7年生以降の着果

が増え始める樹令が高い傾向がみられた (表 1)。

発病部位は主幹543%,主枝382%,亜 主枝75%で将来
の樹型構成上重要な部分での発病が多かった。

主幹部病班の高さ別割合は51～ 100“ の範囲が391%で

最も高く, 151～ 210mが 150%で最も低かった。

発病部の方位は南+南西でやや多かったが大きな差はな

かった。

表 1 若木園腐らん病発生状況

2 人工わい化処理樹での病斑伸展
(1)断根処理樹における病班伸展は接種後 10日 まで無処

理樹との間に差がなかったが,そ の後無処理樹の病斑が接

種20日後頃ほぼfHE停止したのに対して,断根樹の病斑は

徐々に伸展するかあるいは一度停上しても再び伸展するも

のが多く,接種50日 後の最終調査時、 無処理樹に比較し

約30%増の病斑長になった (表 2)。

② 主枝に接種したはく皮逆接処理樹での病斑伸展も,
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表2 断根樹の経時的病菫伸長 表3 はく皮逆接樹の病班伸長
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瞬らかに病斑拡大が旺盛であった(表 3)。
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以上の結果から人工わい化処理は樹体のり胴性を高める

ものと考えられることから,腐 らん病多発地帯でこれらの

処理を実施した場合R十 分な防除対策を碑する必要があ

り,また過度なわい化島理は行なわないこと力ヽ 腐らん病

から者木を守る対策の一つと思われる。


